
お知らせ

16広報薩摩川内　2009.1.10

保健センターで実施する保健事業
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平
佐
城
が
天
下
に
そ
の
勇
名
を
は
せ
た
の
は
、

１
５
８
７
年
の
豊
臣
軍
と
平
佐
勢
の
戦
で
あ
る
。

　

島
津
義
久
が
九
州
南
部
を
平
定
し
、
さ
ら
に
豊ぶ
ん

後ご

に
攻
め
入
っ
た
た
め
、
秀
吉
が
退
却
を
勧
告
。

そ
の
折
、
軍
議
で
薩
軍
の
退
却
を
進
言
し
た
が
受

け
入
れ
ら
れ
ず
、
か
え
っ
て
そ
の
軟
弱
を
痛
烈
に

非
難
さ
れ
、
つ
い
に
徹
底
抗
戦
を
決
断
し
て
平
佐

城
に
帰
り
応
戦
の
準
備
を
し
た
と
い
わ
れ
る
。
時

の
平
佐
城
主
は
弱
冠
30
歳
の
桂か
つ
ら

忠た
だ

昉あ
き
ら

。
忠
昉
は
剛

勇
で
、
断
固
、
平
佐
城
を
死
守
す
る
決
意
を
表
明

し
た
。
軍
勢
が
近
隣
の
応
援
を
得
て
も
総
勢
４
０

０
人
に
満
た
な
か
っ
た
。
こ
の
時
参
加
し
た
豊
臣

軍
は
９
０
０
０
人
と
い
わ
れ
て
い
る
。
義
久
は
、

忠
昉
に
降
伏
を
命
じ
、
平
佐
城
の
攻
防
は
終
結
し

た
。
泰
平
寺
で
秀
吉
と
義
久
が
会
見
の
後
、
秀
吉

は
平
佐
城
を
検
分
し
、
単
純
な
防
備
に
驚
き
、
併

せ
て
忠
昉
の
奮
戦
を
大
い
に
褒
め
、
名
刀｢

宝ほ
う
じ
ゅ寿
」

を
与
え
た
。

　

明
治
５
年
、
城
跡
に
第
28
郷
校
が
創
立
さ
れ
、

昭
和
22
年
に
は
平
佐
西
小
学
校
と
改
称
さ
れ
た
。

■問合先　平佐西地区コミュニティ協議会　　■所在地　〒 895-0011   天辰町 2211- １　 ・ 0996（27）2978

歴
史

　

平
佐
西
地
区
は
本
市
の
中
心
部
に
位
置
し
、
川

内
川
左
岸
の
南
側
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
の
九
州
新
幹
線
部
分
開
業
に
伴
い
、

川
内
駅
周
辺
の
整
備
が
進
み
、
駅
東
側
の
区
画
整

理
事
業
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
高
層
ビ
ル
が

建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
天あ

ま
た
つ辰
町
の
区
画
整

理
事
業
も
進
ん
で
お
り
、
近
く
、
都
市
機
能
や
住

宅
環
境
の
整
っ
た
地
区
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
区
の
歴
史
は
古
く
、
平
佐
西
小
学
校
は
平
佐

領
主
で
あ
っ
た
北ほ

ん
ご
う郷
家
の
居
城
跡
に
建
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
北
郷
家
が
有
田
か
ら
陶
工
を
呼
ん
で
築

い
た
平
佐
窯
は
、
最
盛
期
に
は
薩
摩
焼
最
大
の
規

模
を
誇
っ
た
と
い
わ
れ
、
海
を
渡
っ
た
平
佐
焼
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
館
に
も
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
区
の
人
口
は
約
１
万
２
０
０
０
人
で
約
５
０

０
０
世
帯
あ
り
、
自
治
会
数
21（
自
治
会
加
入
率

は
約
75
％
）、
高
齢
化
率
18
・
３
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
地
区
内
に
は
、
保
育
園
２
、
幼
稚
園
１
、

平
佐
西
小
、
川
内
中
央
中
、
川
内
商
工
高
校
、
鹿

児
島
純
心
女
子
大
学
が
あ
り
、
文
教
地
区
に
ふ
さ

わ
し
い
教
育
の
町
と
い
え
ま
す
。

　

平
成
17
年
、
校
区
の
全
組
織
を
集
結
し
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
地
区
振

興
計
画
を
策
定
し
、｢

み
ん
な
で
創
り
、
み
ん
な

で
育
む
、
平
佐
西｣

を
基
本
理
念
に
、
青
少
年
育
成
、

防
犯
・
防
災
、
環
境
衛
生
、
保
健
福
祉
、
生
涯
学

習
、
体
育
の
６
部
会
で
目
標
に
向
か
っ
て
活
動
中

で
す
。
し
か
し
、
住
環
境
が
整
う
と
横
の
つ
な
が

り
が
希
薄
に
な
り
、
自
治
会
未
加
入
世
帯
が
多
く
、

地
区
振
興
を
図
る
上
で
、
地
区
民
の
参
画
が
大
き

な
課
題
で
す
。
今
後
も
住
民
参
画
の
ま
ち
づ
く
り

へ
の
意
識
啓
発
を
図
り
つ
つ
、
住
民
の
、
住
民
に

よ
る
、
住
民
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

春は
る

田た　

和か
ず
み
つ満

さ
ん

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長

会長として｢みんなで創り、みんな
で育む平佐西｣を基本理念に、住み
よいまちづくりを目指します。

生涯学習の振興を図るため、いつで
もどこでも誰でも学べるような雰囲
気と環境作りが大事と思っています。

松ま
つ
も
と元　

洋よ
う

亀き
さ
ん

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

副
会
長　

地区住民の体力づくりと健康増進、
親睦（しんぼく）を図ることを目的に
尽力しています。

大規模地区の潜在力を掘り起こして、
素晴らしい地区コミュニティ協議会
に成長する事を夢見ています。

９代領主久
ひさつら

陣の命で皿山に築窯し、約 160 年続いた平佐焼磁器窯の跡

鹿児島純心女子大学は平成６年開学。現在、764人の学生が学んでいます。

北郷家墓地は初代
三
みつひさ

久から13代久
ひさのぶ

信

まで続いた歴代平
佐城主の眠る墓所

平佐西小学校は1
37年の歴史ととも

に、幾多の人材を
輩出しています。

第 36 回

先
人
た
ち
が
築
い
た
平
佐
の
歴
史
と

文
化
を
伝
承
し
な
が
ら｢

み
ん
な
で
創

り
、
み
ん
な
で
育
む
平
佐
西｣

を
基
本

理
念
と
し
て
、
幼
稚
園
か
ら
大
学
ま

で
あ
る
ま
ち
の
教
育
力
を
高
め
ま
す
。

〜 

川
内
地
域
平
佐
西
地
区
編 

〜

〜 

川
内
地
域
平
佐
西
地
区
編 

〜

＊ 

割
り
引
き
後
の
料
金
は
、
24
捨
25

　

入
に
よ
り
50
円
単
位
の
端
数
調
整

　

を
行
う
た
め
、
割
引
率
が
３
割
引

　

お
よ
び
５
割
引
に
満
た
な
い
場
合

　

も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.kousoku.jp/

【
問
合
先
】＝
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
お

客
さ
ま
セ
ン
タ
ー　

　
（
０
１
２
０
）９
２
４
８
６
３

＊
年
中
無
休
、
24
時
間
受
け
付
け

＊
フ
リ
ー
コ
ー
ル
で
つ
な
が
ら
な
い

　

方
は
、

０
６（
６
８
７
６
）９
０

　

３
１（
通
話
料
有
料
）ま
で

　

本
年
度
は
、
農
業
振
興
地
域
の
整

備
に
関
す
る
法
律（
以
下
、｢

農
振
法
」

と
い
う
）に
基
づ
く
農
業
振
興
地
域

制
度
を
適
正
に
運
用
す
る
た
め
、「
薩

摩
川
内
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
」

を
見
直
し
て
い
ま
す
。

　

見
直
し
に
際
し
、
農
振
法
に
基
づ

き
、
変
更
し
た
計
画
案
の
縦
覧
お
よ

び
異
議
申
し
立
て
の
受
け
付
け
を
左

記
の
予
定
で
行
い
ま
す
。
な
お
、
縦

覧
期
間
が
決
定
し
ま
し
た
ら
、
公
告

に
て
周
知
し
ま
す
。

【
時
】＝
２
月
上
旬
か
ら
45
日
間（
予

定
）

【
所
】＝
本
庁
４
階
農
政
課
お
よ
び
各

支
所
産
業
建
設
課
窓
口

【
問
合
先
】＝
本
庁
農
政
課
農
業
振
興

Ｇ（
内
線
４
４
６
２
）

　

朝
晩
の
冷
え
込
み
が
だ
い
ぶ
強
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
水

道
管
の
凍
結
に
よ
っ
て
水
が
出
な
い

な
ど
の
事
故
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
次
の
防
寒
対
策
を
行
い
、

水
道
管
の
破
裂
な
ど
の
防
止
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

▼
む
き
出
し
の
水
道
管
は
布
切
れ
・

　

ス
ポ
ン
ジ
な
ど
を
巻
い
て
、
雨
に

　

ぬ
れ
な
い
よ
う
に
、
そ
の
上
か
ら

　

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
、
ひ

　

も
で
縛
る
。

▼
水
道
メ
ー
タ
ー
の
周
り
に
発
泡
ス

　

チ
ロ
ー
ル
を
割
っ
て
詰
め
る
。

【
問
合
先
】＝
水
道
局
上
水
道
課

０
９
９
６（
４
２
）２
３
２
０

　

県
で
は
、
本
市
内
で
県
が
管
理
す

る
河
川
区
域
内
の
除
草
伐
採
作
業
の

美
化
活
動
で
使
用
す
る
機
械
経
費
な

ど
の
一
部
を
補
助
し
、
地
域
住
民
と

連
携
し
た
河
川
の
維
持
管
理
を
行
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】＝
２
月
末
ま
で

【
対
象
団
体
】＝
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
、
自
治
会
、
校
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど

＊
河
川
愛
護
作
業
、
み
ん
な
の
水
辺

　

サ
ポ
ー
ト
推
進
事
業
を
除
く

【
対
象
活
動
】＝
本
市
内
で
県
が
管
理

す
る
河
川
に
お
け
る
、
延
長
１
０
０

ｍ
以
上
の
除
草
伐
採
作
業
な
ど

【
問
合
先
】＝
県
北
薩
地
域
振
興
局
河

川
港
湾
課
お
よ
び
建
設
総
務
課

０
９
９
６（
２
３
）５
１
５
１（
内

　

線
２
８
６
・
２
５
３
）

　

現
在
、
血
液
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
時
】＝
１
月
26
日（
月
）９
時
30
分
〜

15
時

【
所
】＝
川
内
文
化
ホ
ー
ル

【
問
合
先
】＝
本
庁
市
民
健
康
課
予
防

Ｇ（
す
こ
や
か
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
内
）

０
９
９
６（
２
２
）８
８
１
１

　

並
行
す
る
国
道
３
号
な
ど
の
混
雑

緩
和
の
た
め
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
料
金
の
割
引

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

【
期
間
】＝
現
在
実
施
中

＊
終
了
時
期
は
未
定
で
す
。

【
対
象
区
間
】＝
市
来
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
〜
鹿
児
島
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ（
南
九
州
西
回
り
自
動
車
道
）

水
道
管
の
凍
結
にご

注
意
を
！

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

（
市
来
Ｉ
Ｃ
〜
鹿
児
島
西
Ｉ
Ｃ
）

に
お
け
る
Ｅ
Ｔ
Ｃ
料
金
割
引

社
会
実
験
の
実
施

渡わ
た
な
べ辺　

博ひ
ろ

子こ
さ
ん

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

副
会
長

迫さ
こ

田だ　

正ま
さ
よ
し義 

さ
ん

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

副
会
長

薩
摩
川
内
農
業
振
興

地
域
整
備
計
画
の
見
直
し
を

実
施
し
て
い
ま
す

み
ん
な
の
水
辺

景
観
整
備
推
進
事
業

献
血
に
ご
協
力
を

種類 利用時間 車種 割引率

通 勤 割 引 ６:00 ～９:00
17:00 ～ 20:00 全車種 最大 50％

深 夜 割 引 ０:00 ～４:00 全車種

最大 50％
＊２月１日（日）以降
　の土・日曜日、祝
　日は３割引

平日夜間割引 22:00 ～ 24:00 全車種 最大 30％

休日昼間割引 ９:00 ～ 17:00
軽自動車など
および
普通自動車

最大 50％

地 域 月　日 時　間 内　　容

川 内

１/20(火)
９ :00 ～ ９:20 母 子 健 康 手 帳 交 付

10:00 ～ 11:30 健 康 相 談（ 成 人 ・ 母 子 ）

１/27(火)
９ :00 ～ ９:20 母 子 健 康 手 帳 交 付

10:00 ～ 11:30 健 康 相 談（ 成 人 ・ 母 子 ）

樋 脇 １/21(水) ９ :30 ～ 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

入 来 １/21(水) ９ :30 ～ 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

東 郷 １/21(水) ９ :30 ～ 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）

祁答院 １/21(水) ９ :30 ～ 11:00 母子健康手帳交付・健康相談（総合）


